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に

は
じ
め
に

本
稿
は
、
一
九
四
六
（
昭
和
二
十
一
）
年
四
月
二
十
日
に
創
刊
さ
れ
た
詩
雑
誌
『
コ

ス
モ
ス
』
に
対
し
て
、Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
（
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
）
が
お

こ
な
っ
た
検
閲
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
と
そ
の
分
析
で
あ
る
。

と
り
わ
け
興
味
深
い
の
は
、『
コ
ス
モ
ス
』
第
七
号
に
掲
載
予
定
だ
っ
た
伊
藤
和

や
わ
ら

の
詩
「
Ｂ
29
の
大
音
」
の
検
閲
削
除
の
例
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
大
幅
な
削
除
を
指
示

さ
れ
た
結
果
、
編
集
サ
イ
ド
の
判
断
で
不
掲
載
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
検
閲
文
書

に
は
、大
幅
な
削
除
を
決
定
す
る
ま
で
の
検
閲
官
の
思
考
の
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
、
あ
る
特
殊
な
目
的
を
持
っ
た
複
数
の
「
読
者
」
が
、「
詩
」
と
い
か
に
格
闘

し
た
か
と
い
う
読
書
行
為
の
記
録
で
も
あ
る
。

本
稿
上
篇
で
は
、
実
見
し
た
検
閲
文
書①
か
ら
確
認
で
き
た
客
観
的
事
実
を
報
告
す

る
。
本
誌
収
録
の
【
翻
刻
Ⅰ
】
も
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
一
雑
誌
に
対
す
る
検

閲
の
全
体
像
を
で
き
る
か
ぎ
り
資
料
に
即
し
て
示
す
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
す
る
。

次
号
掲
載
予
定
の
下
篇
で
は
、「
Ｂ
29
の
大
音
」
の
検
閲
削
除
に
つ
い
て
の
分
析
を
お

こ
な
う
。

今
回
の
調
査
で
は
、
米
国
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
デ
ィ
キ
ン
ソ
ン
大
学
の
ア
レ
ッ
ク

ス
・
ベ
イ
ツ
氏
に
資
料
撮
影
や
検
閲
文
書
の
判
読
で
協
力
を
得
た
。
ま
た
、
プ
ラ
ン

ゲ
文
庫
で
の
原
資
料
の
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
室
長
の
坂
口
英
子
氏
を
は
じ
め
職
員

の
皆
様
に
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
図
版
資
料
の
掲
載
に
あ
た
っ
て
も
寛
大
な

ご
配
慮
を
い
た
だ
い
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
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雑
誌
検
閲
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／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
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Ｇ

2
）
は
、
情
報
・
諜
報
を
統
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す
る
機

関
で
あ
る
。
こ
こ
に
属
す
る
Ｃ
Ｉ
Ｓ
（C
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ection
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検
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Ｃ
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二

2

民
間
検
閲
局
）
が
存
在
し
た
。
Ｃ
Ｃ
Ｄ
の
存
在
と
そ
の
任
務
（
検
閲
）
は
、
一
般
国
民

に
は
秘
匿
さ
れ
て
い
た②
。

Ｃ
Ｃ
Ｄ
は
、
一
九
四
五
年
九
月
一
日
に
横
浜
で
活
動
を
開
始
し
、
一
九
四
九
年
十

月
三
十
一
日
に
終
了
し
た
。
Ｃ
Ｃ
Ｄ
は
通
信
部
門
と
、
メ
デ
ィ
ア
検
閲
部
門
に
わ
か

れ
て
お
り
、後
者
は
Ｐ
Ｐ
Ｂ
（P

ress P
ictorial B

roadcast D
ivision

 

プ
レ
ス
・
映
画
・

放
送
課
）
と
称
さ
れ
て
い
た
。
Ｐ
Ｐ
Ｂ
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、一
九
四
五
年
九
月
十
一

日
の
こ
と
で
あ
る
。
雑
誌
の
検
閲
は
同
月
十
九
日
に
開
始
さ
れ
た
。

Ｐ
Ｐ
Ｂ
は
、検
閲
対
象
な
ど
に
よ
っ
て
四
つ
の
部
門
に
分
か
れ
て
い
た
。「
新
聞
・

出
版
（
プ
レ
ス
）」「
映
画
・
演
劇
（
ピ
ク
ト
リ
ア
ル
）」「
放
送
（
ラ
ジ
オ
）」「
調
査
」
で

あ
る
。
こ
れ
は
一
九
四
八
年
一
月
現
在
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
な
か
で
詩
雑
誌

『
コ
ス
モ
ス
』
の
検
閲
を
お
こ
な
っ
た
の
は
、「
新
聞
・
出
版
（
プ
レ
ス
）」
部
門
で
あ

る
。
出
版
の
部
門
に
は
「
書
籍
係
」
と
「
雑
誌
係
」
が
存
在
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

Ｃ
Ｃ
Ｄ
は
日
本
全
土
を
三
区
に
分
け
て
お
り
、
東
京
は
第
一
区
で
あ
る
。
Ｃ
Ｃ
Ｄ
第

一
区
の
出
版
部
門
は
芝
区
田
村
町
一
丁
目
に
あ
っ
た
関
東
配
電
ビ
ル
四
階
に
存
在
し

て
い
た
。
同
地
は
、
現
在
の
西
新
橋
一
丁
目
で
、
関
東
配
電
は
東
京
電
力
の
実
質
的

な
前
身
で
あ
る
。

検
閲
は
、「
事
前
検
閲
」P

re-cen
sorsh

ip

と
「
事
後
検
閲
」P

ost-cen
sorsh

ip

に
分
か
れ
て
い
た
。「
事
前
検
閲
」
と
は
、組
版
後
の
ゲ
ラ
刷
り
を
提
出
さ
せ
こ
れ
を

検
閲
す
る
も
の
で
あ
る
。
不
都
合
が
あ
る
場
合
、
削
除
・
掲
載
禁
止
な
ど
の
指
示
が

出
さ
れ
る
。
さ
ら
に
出
版
後
、
刊
行
さ
れ
た
現
物
の
提
出
義
務
が
あ
り
、
削
除
な
ど

の
指
示
が
正
し
く
反
映
さ
れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
予
告
な
し
に
変
更
が
加
え
ら
れ

て
い
な
い
か
な
ど
が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
。「
事
後
検
閲
」
の
場
合
、出
版
さ
れ
た
も
の

を
提
出
さ
せ
こ
れ
を
検
閲
す
る
が
、
こ
の
場
合
、
出
版
者
は
よ
り
強
く
検
閲
を
内
面

化
す
る
（
自
己
検
閲
化
す
る
）
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
穏
健
な
も
の
、
影
響
が
少
な
い

か
あ
る
い
は
ほ
と
ん
ど
問
題
が
な
い
と
あ
ら
か
じ
め
判
断
さ
れ
た
も
の
は
「
事
後
」

扱
い
さ
れ
て
い
る③
。

検
閲
制
度
が
周
知
徹
底
さ
れ
た
と
判
断
し
た
Ｃ
Ｃ
Ｄ
は
、
予
算
削
減
の
必
要
も
あ

り
、
一
九
四
七
年
後
半
か
ら
四
八
年
に
か
け
て
、「
事
前
検
閲
」
で
あ
っ
た
新
聞
や
雑

誌
も
順
次
「
事
後
検
閲
」
へ
と
移
行
さ
せ
た④
。

ア
ナ
キ
ズ
ム
詩
人
ら
が
参
加
し
て
創
刊
さ
れ
た
『
コ
ス
モ
ス
』
は
、「
事
前
検
閲
」

で
あ
っ
た
。「
事
後
検
閲
」
に
移
行
し
た
の
は
第
八
号
（
一
九
四
七
年
十
二
月
十
五
日
発

行
）
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
前
号
（
第
七
号
）
で
は
大
量
の
削
除
が
出
て
い
た
が
、
検
閲

制
度
全
体
の
改
変
に
あ
わ
せ
て
事
後
検
閲
に
移
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
事
前
検
閲
」
の
手
順
は
お
よ
そ
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
（
一
九
四
七
年
中
頃
）。

1　

  

出
版
者
は
、
広
告
を
含
む
す
べ
て
の
記
事
を
校
了
し
た
完
全
版
の
ゲ
ラ
刷
り

二
部
を
所
轄
の
Ｐ
Ｐ
Ｂ
に
提
出
す
る
。

2　

  

検
閲
に
あ
た
っ
て
、「
雑
誌
処
理
票
」M

agazine R
outing Slip

と
、「
雑
誌
査

閲
用
紙
」M

agazine E
xam

ination

が
作
成
さ
れ
る
。（
書
類
内
容
は
後
述
）

3　

  

雑
誌
係
の
検
閲
官
が
検
閲
。
違
反
が
な
い
場
合
、
検
閲
終
了
。
ゲ
ラ
一
部
は

返
却
さ
れ
、一
部
は
保
管
さ
れ
る
。「
文
書
」
は
2
の
二
種
だ
け
が
残
さ
れ
る
。

4　

  

削
除
等
の
必
要
が
疑
わ
れ
る
場
合
、
該
当
箇
所
の
翻
訳
を
お
こ
な
い
、
所
見

を
記
し
た
報
告
書
が
作
成
さ
れ
る
。
処
置
は
、
通
過P

assed

、
部
分
削
除

D
eleted

、
改
変C

h
an

ged

、
公
開
禁
止S

u
ppressed

の
い
ず
れ
か
。

　
　

  

他
に
占
領
政
策
上
有
効
な
情
報
や
、
映
画
に
関
す
る
情
報
も
収
集
さ
れ
た
。

5　

  

判
断
が
つ
か
な
い
場
合
、
よ
り
詳
細
な
翻
訳
や
報
告
書
が
作
成
さ
れ
る
（
再

検
閲
）。

6　
  

さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
場
合
、
そ
の
部
分
は
「
保
留
」H

old

と
な
り
、
情
報

課
長
や
さ
ら
に
上
級
の
将
校
ら
が
処
分
を
決
定
す
る
。

7　

  
処
分
が
確
定
す
る
と
「
裁
決
書
」
が
作
成
さ
れ
る
。
ブ
ル
ー
ク
レ
ヨ
ン
で
削

除
箇
所
な
ど
を
ゲ
ラ
に
記
入
す
る
。
ゲ
ラ
一
部
は
返
却
さ
れ
、
一
部
は
保
管

さ
れ
る
。
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8　
  

後
日
、
出
版
者
は
刊
行
し
た
雑
誌
を
二
部
提
出
す
る
。
検
閲
官
は
、
処
分
が

正
し
く
反
映
さ
れ
て
い
る
か
、
無
断
の
改
変
が
な
い
か
を
手
許
の
書
類
や
ゲ

ラ
を
も
と
に
確
認
す
る
。

9　

  

問
題
が
あ
れ
ば
、処
分
が
下
さ
れ
る
。『
コ
ス
モ
ス
』
は
二
度
の
「
注
意
」
を

受
け
て
い
る
。「
注
意
」W

atch

の
メ
モ
が
残
さ
れ
る
。

10　

  

納
本
さ
れ
た
雑
誌
と
、
検
閲
文
書
、
処
分
が
あ
っ
た
場
合
は
ゲ
ラ
の
該
当
箇

所
が
記
録
担
当
者
に
よ
っ
て
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
さ
れ
、
保
管
さ
れ
る
。

メ
デ
ィ
ア
検
閲
に
関
す
る
膨
大
な
原
資
料（
納
本
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
出
版
物
と
そ
れ
に

対
す
る
検
閲
文
書
）
は
、
現
在
、
米
国
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
ホ
ー
ン
ベ
イ
ク
図
書
館
プ

ラ
ン
ゲ
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
新
聞
・
雑
誌
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
化
が
完
了
し
て
お
り
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
マ
ッ
ケ
ル
デ
ィ
ン
図
書
館
、
国
立
国

会
図
書
館
東
京
本
館
憲
政
資
料
室
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
閲
覧
可

能
で
あ
る
。
図
書
資
料
は
現
在
撮
影
が
進
行
中
で
あ
る
が
、
児
童
書
は
カ
ラ
ー
撮
影

が
完
了
し
、国
際
子
ど
も
図
書
館
（
上
野
）
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
の
雑
誌
と

一
部
の
新
聞
は
、
20
世
紀
メ
デ
ィ
ア
研
究
所
が
運
営
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
占
領
期

新
聞
・
雑
誌
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
詳
細
な
記
事
検
索
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、

検
閲
削
除
の
有
無
も
検
索
可
能
で
あ
る⑤
。

ま
た
、
横
手
一
彦
著
『
被
占
領
下
の
文
学
に
関
す
る
基
礎
的
研
究 

資
料
編
』

（
一
九
九
五
年
）
に
所
載
の
検
閲
作
品
一
覧
表
は
、マ
イ
ク
ロ
資
料
を
も
と
に
し
て
、文

学
関
係
雑
誌
で
の
処
分
情
報
を
採
取
・
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。『
コ
ス
モ
ス
』に
検

閲
削
除
が
あ
る
こ
と
を
最
初
に
教
え
て
く
れ
た
の
は
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
一

覧
表
で
あ
る
。

２　

検
閲
文
書
の
分
類

被
検
閲
資
料
が
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
閲
覧
可
能
で
あ
る
こ
と
の
意
義
は
計
り
知

れ
な
い
も
の
の
、マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
資
料
だ
け
で
は
判
断
で
き
な
い
問
題
も
あ
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
に
お
い
て
原
資
料
を
参
看
し
た
が
、
マ
イ
ク
ロ

資
料
と
比
較
す
る
中
で
い
く
つ
か
の
気
づ
い
た
点
を
挙
げ
て
お
く
。

・　

  

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
は
モ
ノ
ク
ロ
撮
影
さ
れ
て
お
り
、
色
刷
り
表
紙
な
ど
の

状
態
が
つ
か
め
な
い
。
ま
た
、
色
鉛
筆
あ
る
い
は
ク
レ
ヨ
ン
に
よ
る
と
思
わ

れ
る
検
閲
官
の
書
き
込
み
か
ら
色
が
失
わ
れ
る
こ
と
で
、
検
閲
過
程
の
位
相

差
を
判
断
す
る
手
が
か
り
が
つ
か
み
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
特
に
表
紙
へ
の

書
き
込
み
が
判
読
不
能
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

・　

  

一
点
（
一
枚
）
の
資
料
の
両
面
に
検
閲
情
報
が
あ
る
場
合
、マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
で
は
、
別
々
に
撮
影
し
て
二
枚
の
画
像
と
し
て
焼
き
付
け
さ
れ
る
。
フ
ィ

ル
ム
上
で
は
同
一
資
料
と
判
断
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

・　

  

別
の
二
つ
の
資
料
で
あ
る
が
、
も
と
は
一
枚
の
用
紙
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
切

断
さ
れ
て
い
る
も
の
が
存
在
す
る
。
両
者
の
切
り
口
を
当
て
は
め
る
こ
と
で

確
認
可
能
で
あ
る
。
フ
ィ
ル
ム
上
で
は
判
断
が
難
し
い
。

・　

  

検
閲
に
は
書
き
込
み
式
の
定
型
用
紙
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
裏
側

に
は
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
情
報
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
―
―
つ
ま
り
反
故
を

再
利
用
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。（
反
故
の
印
字
さ
れ
て
い
る
面
の
余
白
を
使
用

し
て
い
る
例
も
あ
る
）。

・　
  

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
見
れ
ば
分
か
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
多
く
の
検
閲
文

書
に
は
Ｃ
Ｃ
Ｄ
内
で
の
固
有
の
記
号
番
号
が
印
字
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
は
時
期
に
よ
り
変
化
す
る
。
公
式
文
書
の
情
報
を
整
理
・
蓄
積
し
、
文

書
名
を
確
定
し
て
必
要
に
応
じ
て
記
号
番
号
と
併
せ
て
検
閲
文
書
の
引
用
な
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ど
を
お
こ
な
う
必
要
が
あ
る
。

・　
  

閲
覧
時
の
『
コ
ス
モ
ス
』
原
資
料
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
に
焼
き
付
け

ら
れ
て
い
る
順
序
と
は
異
な
る
順
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。奥
泉
栄
三
郎
編『
占

領
軍
検
閲
雑
誌
目
録
・
解
題
』（
雄
松
堂
書
店
、
一
九
八
二
年
）
に
よ
れ
ば
、
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
撮
影
に
際
し
、
文
書
の
種
類
ご
と
に
撮
影
順
を
定
め
た

と
あ
る
が
、
こ
の
順
序
は
検
閲
作
業
の
流
れ
を
ほ
ぼ
忠
実
に
反
映
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
存
の
資
料
だ
け
を
参
照
す
る
の
で
は
か
え
っ

て
情
報
が
混
乱
す
る
場
合
が
あ
り
得
る
。

以
上
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
検
閲
文
書
一
点
ず
つ
に
固
有
の
資
料
番
号
が
付
与
さ

れ
、表
裏
の
関
係
に
あ
る
場
合
に
は
枝
番
な
ど
で
明
示
さ
れ
、そ
れ
が
マ
イ
ク
ロ
画
像

と
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、マ
イ
ク
ロ
画
像
の
検
閲
文
書
を
印
刷
す

る
と
ほ
と
ん
ど
判
読
不
能
に
な
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
、
よ
り
精
細
な
カ
ラ
ー
画
像
で

の
公
開
が
望
ま
れ
る
。
現
状
で
は
い
ず
れ
も
実
現
困
難
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
が
、少

な
く
と
も
、検
閲
文
書
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
を
踏
ま
え
、検
閲
文
書
の
資
料
名
称
を
あ
る

程
度
統
一
し
て
お
く
必
要
は
あ
る
。
こ
う
し
た
点
に
拘
泥
す
る
の
は
、
検
閲
文
書
が
、

厳
密
に
階
層
化
さ
れ
た
軍
事
組
織
の
中
で
の
公
文
書
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ

に
異
な
る
性
質
・
位
相
差
を
も
つ
文
書
で
あ
り
、
そ
う
し
た
書
類
が
一
つ
の
雑
誌
タ

イ
ト
ル
の
元
に
公
的
に
保
管
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
を
重
く
見
る
か
ら
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
ら
の
資
料
は
、
同
じ
地
平
の
上
に
横
一
列
に
並
ん
で
い

る
言
説
で
は
な
い
。
書
き
手
に
与
え
ら
れ
た
役
割
と
責
任
は
同
一
で
は
な
く
、
作
成

さ
れ
た
文
書
の
発
す
る
効
力
も
ま
っ
た
く
異
な
る
。
た
と
え
ば
、
検
閲
官
の
「
報
告

書
」
と
、
最
終
的
な
処
分
を
記
し
た
「
裁
決
書
」
と
、
い
ず
れ
に
も
削
除
箇
所
や
そ

の
理
由
が
書
か
れ
て
い
る
が
、前
者
と
後
者
の
判
断
が
同
一
と
は
限
ら
な
い
。「
報
告

書
」
は
、「
翻
訳
」
と
い
う
言
語
行
為
を
と
も
な
っ
て
Ｃ
Ｃ
Ｄ
に
向
け
て
作
成
さ
れ
た

書
類
（
処
分
の
推
奨
）
で
あ
り
、
一
方
「
裁
決
書
」
は
、
日
本
人
に
対
し
て
法
的
な
拘

束
力
を
発
揮
す
る
文
書
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
単
に
「
検
閲
文
書
は
…
…
と
述
べ
て

い
る
」
と
い
っ
た
言
及
の
仕
方
は
正
確
さ
を
欠
く
。
検
閲
文
書
に
は
メ
モ
か
ら
最
終

的
な
処
分
を
裁
決
し
た
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
位
相
の
も
の
が
存
在
し
、
再
検
閲
が

お
こ
な
わ
れ
た
場
合
に
は
、複
数
の
検
閲
官
の
「
報
告
」
や
同
一
箇
所
の
複
数
の
「
翻

訳
」
が
生
産
さ
れ
る
。
検
証
可
能
性
を
担
保
す
る
上
で
も
、文
書
の
性
格
（
検
閲
過
程

の
中
で
い
か
な
る
位
置
に
あ
る
か
）
が
明
示
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『
コ
ス
モ
ス
』
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
（
請
求
番
号
Ｋ
１
７
９
５
）
に
は
、Ｃ
Ｃ
Ｄ

／
Ｐ
Ｐ
Ｂ
に
納
本
さ
れ
た
「
雑
誌
」（
刊
行
版
）
の
表
紙
か
ら
裏
表
紙
ま
で
の
全
ペ
ー

ジ
と
、
当
該
号
に
関
す
る
「
検
閲
文
書
」C

en
sorsh

ip D
ocu

m
en

ts

が
刊
行
順
に

交
互
に
配
列
さ
れ
て
い
る（
他
の
雑
誌
も
同
様
で
あ
る
）。
一
シ
ー
ト
に
は
四
九
コ
マ
の

画
像
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
コ
ス
モ
ス
』
各
号
の
書
誌
情
報
と
、検
閲
文
書
の
有
無

に
つ
い
て
は
表
1
を
参
照
さ
れ
た
い
。

検
閲
文
書
に
は
、
検
閲
官
が
筆
記
・
作
成
し
た
「
文
書
」
と
、
事
前
検
閲
の
際
に
提

出
さ
れ
、
削
除
な
ど
の
処
分
を
受
け
た
た
め
に
Ｐ
Ｐ
Ｂ
に
保
管
さ
れ
た
「
ゲ
ラ
」
が
含

ま
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
内
容
か
ら
、
以
下
の
八
種
類
に
分
類
し
た
。
ま
た
、

こ
の
分
類
に
従
っ
て
、『
コ
ス
モ
ス
』
各
号
に
、
ど
の
よ
う
な
「
文
書
」
が
何
点
（
何

枚
）
存
在
す
る
か
を
一
覧
に
し
た
も
の
が
表
2
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

⑴　
「M

agazin
e R

ou
tin

g S
lip

」 　

雑
誌
処
理
票

　
　

 　

第
五
号
で
出
現
し
、
以
後
必
ず
検
閲
文
書
の
最
初
に
置
か
れ
て
い
る
。
サ

イ
ズ
は
レ
タ
ー
サ
イ
ズ
を
縦
に
半
裁
し
た
程
度
の
伝
票
で
あ
っ
た
。
書
類
名

は
第
六
号
で
初
め
て
「R

O
U

T
IN

G
 S

L
IP

 F
O

R
 P

R
E

C
E

N
S

O
R

E
D

 

M
A

G
A

Z
IN

E
 P

R
O

C
E

S
S

IN
G

」
と
し
て
現
れ
る
。「P

P
B

I-P
P

-325

」
と

書
類
番
号
が
あ
る
。
受
入
日
と
締
切
日
が
書
き
込
ま
れ
る
他
、
作
業
手
順
に

従
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
あ
る
い
は
サ
イ
ン
す
る
形
式
。
第
七
号
か
ら
は
名
称
が

「M
A

G
A

ZIN
E

 R
O

U
T

IN
G

 S
L

IP

」
と
な
り
、
レ
タ
ー
サ
イ
ズ
に
な
っ
て
、
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表 1：『コスモス』の書誌と検閲記録
通巻 巻号表記 発行日 発行所 ページ数 定価 部数 検閲 表紙印 処置
1 第 1巻第 1号 1946/4/20 コスモス書店 36 2 円 30 銭［5,000］事前検閲 C.C.D-560 Passed

2 第 1 巻第 2号 1946/6/20 〃 36 2 円 50 銭 － 〃 C.C.D.J-2027 Passed

3 第 1 巻第 3号 1946/9/15 〃 74 5 円 － 〃 C.C.D.J-2027 Deleted ?

4 第 1 巻第 4号 1946/12/20 〃 36 3 円 3,000 〃 [C.C.D.J-2027] Passed/Watch

5 第 2 巻第 1号 1947/5/1 〃 60 12 円 3,000 〃 C.C.D.J-2027 Passed

6 第 2 巻第 2号 1947/8/31 〃 52 15 円 4,000 〃 C.C.D.J-5001 1 deletion

7 第 2 巻第 3号 1947/10/31 〃 52 18 円 3,600 〃 [C.C.D.J-5001] 3 deletions/Watch

8 第 2 巻第 4号 1947/12/15 〃 36 15 円 4,000 事後検閲 C.C.D.J-5001 Approved

9 第 3 巻第 1号 1948/1/25 〃 52 20 円 4,000 〃 C.C.D.J-5001 Approved

10 第 3 巻第 2号 1948/3/25 〃 62 25 円 4,000 〃 C.C.D.J-5001 文書なし
11 第 3 巻第 3号 1948/5/31 〃 44 25 円 － 〃 C.C.D.J-5001 文書なし
12 第 3 巻第 4号 1948/10/25 〃 68 35 円 3,000 〃 C.C.D.J-5001 Approved

13 復刊第 1号 1949/12/1 コスモス社 44 50 円 － 検閲終了 － －
14 復刊第 2号 1950/1/5 〃 44 50 円 － 〃 － －
15 復刊第 3号 1950/2/25 〃 52 50 円 － 〃 － －
16 第 16 号 1950/8/10 〃 52 50 円 － 〃 － －
17 第 17 号 1950/10/5 〃 36 40 円 － 〃 － －
18 再刊第 1号 1957/5/25 〃 52 70 円 － 〃 － －
19 再刊第 2号 1957/9/20 〃 52 70 円 － 〃 － －
注  ）発行日は表紙・裏表紙・奥付などに記載されている中で、最も遅い日付にしたがった。発行部数は納本さ
れた表紙に記載の数字にしたがった。ただし創刊号は秋山清の証言による（『秋山清著作集　第 11 巻』437
頁参照）。編集発行人は一貫して秋山清。ページ数は表紙から起算されているため、ここでも表紙を 1ペー
ジ目と数え、裏表紙まで含めてカウントしている。第 4号と第 7号の表紙印はゲラの表紙に押印されている。
処置の欄の削除数は削除された “記事 ” の件数を表示している。

表 2：『コスモス』検閲文書（全 40点）の構成

通巻 巻号表記 発行日
(1)

Routing 
Slip

(2)
Magazine 

Examination

(3)
Galley

(4)
Ex-

Report

(5)
ReEx-
Report

(6)
Memo

(7)
Action

(8)
Watch

計

1 第 1巻第 1号 1946/4/20 1 1
2 第 1 巻第 2号 1946/6/20 1 1
3 第 1 巻第 3号 1946/9/15 1 1
4 第 1 巻第 4号 1946/12/20 1 1 1 1 4
5 第 2 巻第 1号 1947/5/1 1 1 1 3
6 第 2 巻第 2号 1947/8/31 1 1 2 1 1 1 7
7 第 2 巻第 3号 1947/10/31 1 1 6 3 2 3 1 17
8 第 2 巻第 4号 1947/12/15 1 1 2
9 第 3 巻第 1号 1948/1/25 1 1 2
10 第 3 巻第 2号 1948/3/25 文書なし /マイクロ画像なし 0
11 第 3 巻第 3号 1948/5/31 文書なし /マイクロ画像なし 0
12 第 3 巻第 4号 1948/10/25 1 1 2
注 )両面使用の場合でも資料１点として数えている。
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雑
誌
の
政
治
的
傾
向
な
ど
、よ
り
詳
細
な
情
報
が
書
き
込
ま
れ
た
。
事
後
検
閲

で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
第
十
二
号
で「C

C
D

-188

」に
変
更
。
第
一
次
検
閲

者
か
ら
タ
イ
ピ
ス
ト
や
最
後
の
管
理
担
当
者
ま
で
、検
閲
過
程
に
か
か
わ
っ
た

す
べ
て
の
者
が
何
ら
か
の
痕
跡
を
残
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑵　
「M

agazin
e E

xam
in

ation

」　

雑
誌
査
閲
用
紙

　
　

 　

当
初
は
こ
の
名
前
は
な
か
っ
た
が
、
創
刊
号
の
検
閲
か
ら
存
在
し
た
も
っ

と
も
古
い
文
書
。
書
誌
情
報
と
英
訳
目
次
、
処
分
の
有
無
な
ど
が
記
さ
れ
て

い
る
。
第
三
号
か
ら
書
類
名
つ
き
の
印
刷
さ
れ
た
書
き
込
み
式
用
紙（
レ
タ
ー

サ
イ
ズ
）
と
な
っ
て
、以
下
の
四
項
目
の
チ
ェ
ッ
ク
欄
が
用
紙
の
最
下
段
に
で

き
た
。「P

ossible V
iolation

s
」「P

ossible In
form

ation

」「P
u

blication
s 

R
eported

」「M
ovies R

eported
」。

　
　

 　

第
五
号
で
書
類
番
号
「P

P
B

I-P
P

-M
-3

」
が
末
尾
に
入
り
、
第
六
号
で
は

「P
P

B
I-P

P
-326

」
に
な
り
「S

C
A

P
 C

h
eck(s) R

equ
ired

」
の
欄
が
追
加

さ
れ
て
全
部
で
五
項
目
と
な
っ
た
。
第
十
二
号
で
は
「C

C
D

-#189

」
と
変
更

さ
れ
て
い
る
が
、基
本
的
な
記
入
項
目
は
同
じ
。P

P
B

の
次
の
「I

」
は
、東

京
を
所
管
す
る
第
一
区
の
意
。「P

P

」はP
ress-P

u
blication

s

部
門
。「M

」

はM
agazin

e

か
。
違
反
が
な
け
れ
ば
書
類
は
こ
こ
ま
で
。

⑶　

ゲ
ラ

　
　

 　

常
にM

agazin
e E

xam
in

ation

の
次
に
撮
影
さ
れ
て
い
る
。
違
反
な
ど

が
な
け
れ
ば
ゲ
ラ
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

⑷　

検
閲
報
告
書

　
　

 　

検
閲
官
が
処
分
が
必
要
な
箇
所
を
抜
き
出
し
て
翻
訳
し
、
所
見
を
記
し
た

も
の
。
第
六
号
、
七
号
の
報
告
書
で
は
、
末
尾
に
「P

P
B

-I-10

」
と
記
さ
れ

て
い
る
罫
線
付
き
の
レ
タ
ー
サ
イ
ズ
用
紙
を
用
い
て
い
る
。

⑸　

再
検
閲
報
告
書

　
　

 　
『
コ
ス
モ
ス
』
第
七
号
の
「
Ｂ
29
の
大
音
」
が
再
検
閲
に
回
さ
れ
た
際
に
作

成
さ
れ
た
。
削
除
候
補
箇
所
を
あ
ら
た
め
て
翻
訳
し
、所
見
を
加
え
て
い
る
。

ま
た
、
二
度
目
の
再
検
閲
も
お
こ
な
わ
れ
、
詩
全
文
の
翻
訳
が
な
さ
れ
て
い

る
。
い
ず
れ
も
タ
イ
プ
さ
れ
て
い
る
が
、前
者
（
部
分
訳
）
は
青
イ
ン
ク
の
印

字
で
あ
り
、
三
穴
の
フ
ァ
イ
ル
穴
が
空
け
ら
れ
て
い
る
（
両
面
使
用
）。
こ
の

用
紙
は
、『
コ
ス
モ
ス
』
で
は
こ
こ
に
一
枚
あ
る
限
り
で
あ
る
。
後
者
（
全
訳
）

は
黒
イ
ン
ク
で
通
常
の
タ
イ
プ
用
紙
を
用
い
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
末

尾
に
手
書
き
の
所
見
が
あ
る
。

⑹　

メ
モ

　
　

 　
『
コ
ス
モ
ス
』
で
は
第
六
号
の
み
で
こ
の
位
置
に
メ
モ
が
残
さ
れ
て
い
る
。

処
分
内
容
を
整
理
し
た
も
の
で
、
裁
決
書
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
。
下
書
き
か
。

⑺　

裁
決
書

　
　

 　

文
書
の
正
式
な
名
称
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。「C

IV
IL

 C
E

N
S

O
R

S
H

IP
 

D
E

T
A

C
H

M
E

N
T

 / P
P

B
 D

istrict I, P
ress-P

u
blication

s

」
と
表
示
さ

れ
て
い
る
。
全
文
タ
イ
プ
。
記
事
ご
と
に
最
終
的
な
処
分
内
容A

ction

、
処

分
理
由R

eason

な
ど
が
整
理
さ
れ
た
も
の
。「C

on
fiden

tial

」（
秘
密
）
と

手
書
き
（
ま
た
は
謄
写
刷
り
）
さ
れ
て
い
る
。

⑻　

注
意
メ
モ

　
　

 　

W
atch

 L
ist

へ
の
記
載
を
指
示
す
る
メ
モ
か
。
刊
行
さ
れ
た
雑
誌
正
本
を

チ
ェ
ッ
ク
し
た
際
に
、何
ら
か
の
問
題
が
あ
っ
た
場
合
に
残
さ
れ
る
。W

atch
 

L
ist

は
要
注
意
人
物
・
組
織
の
リ
ス
ト
で
あ
る
。
ブ
ル
ー
ク
レ
ヨ
ン
で
大
き

く
「W

atch

」
と
書
か
れ
て
い
る
。
第
四
号
で
は
目
次
の
位
置
を
表
紙
か
ら

表
紙
裏
に
移
動
し
、
あ
ら
た
に
一
篇
の
詩
を
表
紙
に
掲
載
し
た
た
め
。
第
七

号
で
は
、
伊
藤
和
の
詩
を
不
掲
載
に
し
、
あ
ま
っ
た
一
頁
分
に
「
巻
頭
言
」

を
あ
ら
た
に
加
え
た
た
め
。

＊　
⑴
・
⑵
は
、
書
類
そ
の
も
の
に
名
称
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
日
本
語
の
名
称
は
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前
掲
奥
泉
栄
三
郎
編
『
占
領
軍
検
閲
雑
誌
目
録
・
解
題
』
に
従
っ
た
。

こ
れ
ら
の
分
類
お
よ
び
名
称
は
、
検
閲
制
度
が
十
分
に
行
き
渡
っ
た
後
に
創
刊
さ

れ
た
『
コ
ス
モ
ス
』
で
の
検
閲
に
出
現
し
た
も
の
か
ら
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
し
た
も
の
で

あ
る
。
東
京
以
外
の
他
の
管
区
で
は
書
類
の
形
式
も
異
な
り
、
事
後
検
閲
雑
誌
で
は

検
閲
文
書
そ
の
も
の
が
残
存
し
て
い
な
い
場
合
も
多
い
。
今
後
、
こ
う
し
た
デ
ー
タ

の
蓄
積
と
比
較
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、
雑
誌
検
閲
の
過
程
の
全
体
を
さ
ら
に
見
極
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

３　

削
除
箇
所
一
覧

現
在
確
認
で
き
る
『
コ
ス
モ
ス
』
の
処
分
は
「
削
除
」
の
み
で
、
第
六
号
の
一
件

（
一
箇
所
）
と
第
七
号
の
三
件
（
六
箇
所
）
で
あ
る
。
第
三
号
〜
第
五
号
の
事
例
と
併
せ

て
記
す
。

▼
『
コ
ス
モ
ス
』
第
三
号
（
一
九
四
六
年
九
月
十
五
日
発
行
）

　

 　
「
雑
誌
査
閲
用
紙
」M

agazin
e E

xam
in

ation

一
枚
が
検
閲
文
書
と
し
て
現

存
し
て
い
る
。
用
紙
に
記
号
番
号
な
し
。
こ
の
号
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
印
刷
さ

れ
て
い
る
書
き
込
み
式
の
用
紙
が
使
用
さ
れ
た
。

　

 　

最
下
段
の
チ
ェ
ッ
ク
欄
で
は
違
反
の
疑
い
が
あ
り
、
報
告
書
が
作
成
さ
れ
た

こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
報
告
書
も
ゲ
ラ
も
現
存
し
な
い
。

▼
『
コ
ス
モ
ス
』
第
四
号
（
一
九
四
七
年
十
二
月
二
十
日
発
行
）

　

 　

刊
行
版
で
目
次
を
移
動
し
、
表
紙
に
詩
を
追
加
し
た
た
め
「W

atch

」
メ
モ

が
残
さ
れ
た
。

▼
『
コ
ス
モ
ス
』
第
五
号
（
一
九
四
七
年
五
月
一
日
発
行
）

　

 　
「
雑
誌
査
閲
用
紙
」M

agazin
e E

xam
in

ation

末
尾
の
四
項
目
、
す
べ
て

「N
o

」
で
あ
り
、
違
反
は
な
い
。
し
か
し
、
広
告
欄
が
空
白
の
ま
ま
の
ゲ
ラ
一

枚
（
43
・
44
頁
）
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
未
校
了
ゲ
ラ
の
提
出
で
あ
り
、厳
密
に

い
え
ば
受
理
対
象
に
は
な
ら
な
い
。
刊
行
版
に
は
『
壺
井
繁
治
詩
集 

果
実
』（
十

月
書
房
）、『
小
野
十
三
郎
詩
集 

大
海
辺
』（
弘
文
社
）、『
岡
本
潤
詩
集 

襤
褸
の
旗
』

（
真
善
美
社
）
の
小
さ
な
広
告
が
入
っ
て
い
る
。

▼
『
コ
ス
モ
ス
』
第
六
号
（
一
九
四
七
年
八
月
三
十
一
日
発
行
）

　

 　

第
47
頁
の
金
子
光
晴
の
詩
「
富
士
」
の
一
部
が
削
除
さ
れ
た
。
削
除
指
示
さ

れ
た
箇
所
は
、
原
詩
の
第
12
連
と
第
13
連
（
刊
行
版
の
第
11
連
と
第
12
連
の
間
）。

以
下
の
全
文
、《
こ
の
し
づ
か
な
圓
錐
を
め
じ
る
し
に
／
土
足
の
ま
ゝ
で
ど
た
ど

た
と
／
敵
機
は
闖
入
す
る
。
／
重
い
爆
彈
を
抱
い
て
。
／〔
1
行
空
き
〕／
だ
が
、

富
士
は
無
關
心
だ
。
／
お
ろ
か
な
敵
に
も
、
味
方
に
も
、
／
ふ
る
ぼ
け
た
自
畫

像
に
も
／
ま
に
合
せ
な
思
想
に
も
、
政
治
に
も
》
が
削
除
。

　

 　

九
月
九
日
に
ゲ
ラ
が
受
理
さ
れ
、十
一
日
が
検
閲
締
切
日
で
あ
る
。
こ
の
後
印

刷
す
る
と
奥
付
よ
り
も
一
ヶ
月
近
く
遅
れ
て
発
行
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。納

本
さ
れ
た
刊
行
版
表
紙
に
記
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
の
日
付
は
十
一
月
十
一
日
。

　

 　

裁
決
書
に
は「A

C
T

IO
N

: Q
uotation D

eleted.

」、「R
E

A
S

O
N

: C
riticism

 

of U
.S

.

」
な
ど
と
タ
イ
プ
さ
れ
て
い
る
。「B

R
IE

F
 S

U
M

M
A

R
Y

」
の
欄
に

は
、「T

h
is is a fou

rteen
-stan

za poem
 by an

 am
ateu

r poet, w
h

o 

expresses h
is feelin

gs by gazin
g daily at th

e m
ou

n
tain

.

」
と
コ
メ
ン

ト
さ
れ
て
い
る
。

　

 　
『
占
領
期
雑
誌
資
料
大
系
文
学
編
』
Ⅴ
（
岩
波
書
店
）
二
四
〇
〜
二
四
二
頁
に

削
除
箇
所
を
復
元
し
た
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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▼
『
コ
ス
モ
ス
』
第
七
号
（
一
九
四
七
年
十
月
三
十
一
日
発
行
） 【
翻
刻
Ⅰ
】
参
照

　
 　

「S
lip

」
に
は
、
削
除
二
件
、
保
留
一
件
と
あ
り
、
保
留
の
分
に
は
四
カ
所
の

削
除
が
必
要
と
の
判
断
が
追
記
さ
れ
て
い
る
。
保
留
分
は
、
伊
藤
和
「
Ｂ
29
の

大
音
」
で
あ
り
、
削
除
二
件
は
、
ゲ
ラ
が
残
存
し
て
い
る
平
林
敏
彦
「
欺
瞞
者

の
文
学
」
と
サ
カ
イ
・
ト
ク
ゾ
ウ
「
長
城
」
で
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら

の
裁
決
書
も
存
在
す
る
。

　

 　
「M

A
G

A
Z

IN
E

 E
X

A
M

IN
A

T
IO

N

」
用
紙
の
下
段
の
チ
ェ
ッ
ク
欄
の
う

ち
、「P

ossible V
iolation

s
」「P

ossible In
form

ation

」「P
u

blication
s 

R
eported

」
の
三
項
目
でY

E
S

欄
に
チ
ェ
ッ
ク
が
入
っ
て
い
る
。「P
ossible 

In
form

ation

」（
情
報
の
可
能
性
）
は
、
金
子
光
晴
の
エ
ッ
セ
イ
「
郁
達
夫
そ
の

他
」
を
指
す
。

　

 　

保
存
さ
れ
て
い
る
表
紙
ゲ
ラ
に
は
、ブ
ル
ー
ク
レ
ヨ
ン
で
「O

.C
. / in O

ct 28 
/ due N

ov 4

」
と
あ
り
、さ
ら
に
「1 held / 3 deletions / 11-5-47

」
と
あ
る
。

こ
の
ゲ
ラ
は
「O

ur C
opy

」（
保
存
用
）
で
あ
る
。
十
月
二
十
八
日
に
受
け
付
け

ら
れ
、
十
一
月
四
日
を
検
閲
締
め
切
り
と
定
め
、
保
留
一
件
、
削
除
三
件
と
し

て
十
一
月
五
日
に
最
初
の
検
閲
を
終
え
た
こ
と
に
な
る
。
締
め
切
り
を
過
ぎ
た

の
は
、「
保
留
」
記
事
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
削
除
三
件
と
い
う

の
は
、「S

lip

」
の
削
除
二
件
と
相
違
す
る
。
現
存
す
る
文
書
か
ら
は
保
留
分
＝

「
Ｂ
29
の
大
音
」
以
外
に
は
、「
二
件
」
分
の
削
除
指
示
し
か
見
あ
た
ら
な
い
。

　

 　

ゲ
ラ
表
紙
に
は
ブ
ル
ー
ク
レ
ヨ
ン
で
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
書
き
込
ま
れ
て

い
る
。
ま
ず
、「1 h

eld

」
の
部
分
を
一
本
線
で
消
去
し
、矢
印
を
引
き
出
し
て
、

「4 deletion
s on

 / h
eld article / 11-10-47

」と
あ
る
。
保
留
さ
れ
て
い
た
記

事
に
四
箇
所
の
削
除
が
指
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
最
終
的
な
処
分
が
確
定

し
た
の
が
十
一
月
十
日
で
あ
っ
た
。
四
箇
所
と
い
う
数
は
、
ゲ
ラ
へ
の
書
き
込

み
や
報
告
書
の
内
容
と
合
致
す
る
。

　

⒜　

  　

伊
藤
和
の
詩
「
Ｂ
29
の
大
音
」（
ゲ
ラ
11
〜
13
頁
）。
再
検
閲
さ
れ
、
い
っ

た
ん
「
保
留
」
と
な
り
、
四
箇
所
削
除
の
指
示
。
裁
決
書
に
タ
イ
プ
さ
れ

た
理
由
は
「In

citem
en

t to U
n

rest

」（
不
安
扇
動
）。
刊
行
版
に
は
不
掲

載
。
削
除
箇
所
は
【
翻
刻
Ⅱ
】（
次
号
）
を
参
照
。

　
　
　

 　

削
除
箇
所
が
大
量
で
あ
っ
た
た
め
、
作
者
ま
た
は
編
集
者
が
掲
載
取
り

や
め
の
判
断
を
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
三
ペ
ー
ジ
分
を
削
除
し
た

た
め
、
雑
誌
全
体
の
ペ
ー
ジ
数
を
二
ペ
ー
ジ
減
ら
し
、
一
ペ
ー
ジ
分
を
あ

ら
た
な
記
事
で
埋
め
る
必
要
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
急
遽
「
巻
頭
言
」（
刊
行

版
第
3
頁
）
を
追
加
し
た
た
め
、納
本
チ
ェ
ッ
ク
の
際
「
注
意
」
メ
モ
が
残

さ
れ
た
。

　

⒝　

  　

平
林
敏
彦
の
評
論
「
欺
瞞
者
の
文
学
」（
ゲ
ラ
25
頁
、
刊
行
版
23
頁
）。
裁

決
書
の
理
由
は
「In

citem
en

t to U
n

rest

」（
不
安
扇
動
）。
詩
壇
批
判
の

文
脈
で
次
の
傍
線
部
分
（
下
段
13
行
目
）
が
削
除
さ
れ
た
。

　
　
　
　

《  

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
コ
ミ
ユ
ニ
ズ
ム
お
意

的
に
對
立
さ
せ
る
こ
と
に

よ
つ
て
、
そ
し
て
彼
等
の
小
ブ
ル
ヂ
ヨ
ア
的
自
己
保
存
を
コ
ミ
ユ
ニ

ズ
ム
と
無
縁
の
世
界
に
お
い
て
は
た
す
た
め
に
、
そ
れ
お
イ
ン
テ
リ

ゲ
ン
チ
ヤ
と
政
治
の
問
題
に
及
ぼ
し
て
、
明
日
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革

写真 2：『コスモス』第 7号
表紙ゲラ（Gordon W. Prange Collection, 
University of Maryland Libraries）
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命
に
つ
づ
く
今
日
の
民
主
主
義
革
命
の
發
展
お
、
暗
に
阻
止
せ
ん
と

す
る
熊マ

マ

度
に
出
て
き
て
い
る
。
そ
れ
が
彼
等
の
無
意

な
自
己
保
存

の
本
能
に
よ
つ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
わ
、
さ
ら
に
危
險
視
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。》（
仮
名
遣
い
は
原
文
の
ま
ま
・
以
下
同
じ
）

　
　
　

 　

詩
壇
の
詩
人
た
ち
が
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
を
対
立
さ
せ

る
こ
と
で
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
か
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
へ
と
い
う
流
れ
を

阻
害
し
て
い
る
と
の
論
旨
だ
っ
た
が
、
傍
線
部
分
の
削
除
に
よ
っ
て
、「
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
」
そ
の
も
の
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
に
置
き
換

わ
っ
た
。
効
果
的
な
削
除
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
脈
を
見
れ
ば
「
民
主
主

義
革
命
の
発
展
」
の
た
め
に
は
、「
コ
ミ
ユ
ニ
ズ
ム
」
を
擁
護
す
べ
き
だ
と

い
う
趣
旨
は
残
っ
て
い
る
。
削
除
範
囲
が
狭
い
こ
と
か
ら
も
、
そ
れ
ほ
ど

危
険
視
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
報
告
書
を
チ
ェ
ッ
ク
を
し
た

「Y
Y

」
と
い
う
人
物
は
「P

ass?

」
と
メ
モ
し
て
い
た
が
、報
告
書
通
り
の

処
分
と
な
っ
て
い
る
。

　

⒞　

  　

サ
カ
イ
・
ト
ク
ゾ
ウ
の
詩
「
長
城
」（
ゲ
ラ
29
頁
、
刊
行
版
27
頁
）。
理
由

は
「C

riticism
 of C

h
in

a

」（
中
国
批
判
）。
詩
の
最
終
連
末
尾
二
行
が
削

除
指
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

《  

吼
え
る
長
城
の
山
々
は
／
內
戰
ゲ
リ
ラ
隊
の
樂
し
い
休
み
場
所
、
／

人
民
解
放
軍
の
不
拔
の
城
だ
。
／
長
城
は
、
な
お
も
身
を
ふ
る
わ
せ

／
怒
り
、
吼
え
つ
ず
け
る
だ
ろ
う
、
／
專
制
者
が
打
倒
さ
れ
る
ま
で

／
―
―
政
權
が
交
替
す
る
ま
で
。 

》

　
　
　

 　

万
里
の
長
城
を
「
人
民
解
放
軍
」
に
重
ね
合
わ
せ
、「
専
制
者
」
の
打
倒

を
支
持
す
る
内
容
で
あ
る
。
検
閲
官
は
、
こ
こ
で
の
「
専
制
者
」
は
蒋
介

石
を
意
図
し
て
い
る
と
受
け
取
っ
て
い
る
。
詩
人
の
意
図
も
そ
の
通
り
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
政
治
主
義
的
な
左
翼
詩
で
あ
る
。

　

⒟　

  　

金
子
光
晴
の
エ
ッ
セ
イ
「
郁
達
夫
そ
の
他
」（
刊
行
版
35
〜
36
頁
）。
違
反

で
は
な
く
「P

ossible In
form

ation

」（
情
報
の
可
能
性
）
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
ゲ
ラ
は
存
在
し
な
い
。
ブ
ル
ー
ク
レ
ヨ
ン
で
「O

K

」
と
あ

る
。
以
下
の
範
囲
の
内
、
傍
線
部
分
が
検
閲
官
が
翻
訳
し
た
箇
所
。

　
　
　
　

《  

反
戰
論
は
現
在
、
公
論
の
や
う
な
顏
を
し
て
ゐ
る
が
、
こ
の
御
都
合

主
義
の
國
で
は
、
こ
こ
二
三
年
內
に
は
誰
一
人　

持
し
な
く
な
る
で

あ
ら
う
と
い
ふ
こ
と
が
豫
測
で
き
る
。
反
戰
論
を
し
つ
か
り
見
う
し

な
は
な
い
や
う
に
持
つ
て
ゐ
る
こ
と
位
、
む
づ
か
し
い
こ
と
は
な
い

だ
ら
う
。
／
輿マ

マ

論
、
思
想
界
、

化
方
面
、
あ
ら
ゆ
る
力
が
、
協
力

を
餘
儀
な
く
さ
れ
る
だ
ら
う
。
僕
が
聲
を
大
き
く
し
て
言
ひ
た
い
こ

と
は
、
現
在
で
す
ら
、
僕
ら
は
、
僕
ら
の
周
圍
の
市
井
で
、
抵
抗
を

感
じ
は
じ
め
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
／
僕
ら
の
封　

性
は
魅

力
に
な
り
始
め
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
、
僕
ら
の
自
由
主
義
が
い
か
に
安

直
な
も
の
だ
つ
た
か
を
語
る
も
の
で
も
あ
る
の
だ
が
、
僕
ら
日
本
人

の
精
神
的
依
據
が
い
か
に
自
立
性
を
缺
き
、
從
つ
て
、
い
か
に
强
く

封　

性
に
つ
な
が
つ
て
ゐ
る
か
を
語
る
も
の
で
も
あ
る
。》 （
刊
行
版

本
文
よ
り
）

　
　
　

 　

検
閲
官
は
、
こ
の
報
告
を
具
体
性
に
乏
し
い
と
し
つ
つ
、
詩
人
の
金
子

光
晴
の
鋭
い
指
摘
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
金
子
光
晴
に
つ
い
て
あ
る
程
度

の
知
識
を
事
前
に
持
っ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

  　

刊
行
後
に
納
本
さ
れ
た
雑
誌
本
体
（
刊
行
版
）
の
表
紙
に
は
、
鉛
筆
で

「K
O

S
M

O
S

 in D
ec 5

」と
あ
り
、青
ク
レ
ヨ
ン
で「2-2-48 レ

S
a N

akam
ura

」

と
あ
る
。
こ
の
二
ヶ
月
の
開
き
の
理
由
は
不
明
だ
が
、
記
事
の
差
し
替
え
が
影

響
し
た
も
の
か
。
第
七
号
の
裁
決
書
の
日
付
は
削
除
処
分
三
件
と
も
一
九
四
八

年
一
月
十
五
日
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
が
、
マ
イ
ク
ロ
資
料
お
よ
び
原
資
料
で
判
明
す
る
『
コ
ス
モ
ス
』
に
対
す
る
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処
分
の
す
べ
て
で
あ
る
。

『
コ
ス
モ
ス
』第
七
号
の「M

agazine R
outing S

lip

」（
雑
誌
処
理
票
）の「E

ditorial 

policy
」
の
項
目
で
は
、「L

eft

」
と
「L

iberal

」
の
欄
に
チ
ェ
ッ
ク
が
入
っ
て
い
る
。

他
の
号
で
も
こ
の
ど
ち
ら
か
に
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
り
、
Ｃ
Ｃ
Ｄ
は
雑
誌
の
傾
向
を
ほ
ぼ

正
確
に
判
断
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
彼
ら
が
下
し
た
削
除
の
理
由
は
そ
れ
ぞ

れ
、ア
メ
リ
カ
批
判
（
金
子
光
晴
の
詩
）、不
安
扇
動
（
伊
藤
和
の
詩
・
平
林
敏
彦
の
評
論
）、

中
国
批
判
（
サ
カ
イ
ト
ク
ゾ
ウ
の
詩
）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、伊
藤
の
詩
は

実
質
的
に
は
ア
メ
リ
カ
批
判
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、平
林
、サ
カ
イ
の
場
合
は
共
産
主

義
的
な
思
想
が
根
底
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
検
閲
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
た
の

は
、ア
メ
リ
カ
へ
の
批
判
と
共
産
主
義
的
宣
伝
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
雑
誌
の

政
治
的
傾
向
を
是
正
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
適
確
な
判
断
で
あ
っ
た
と
い
え

る
だ
ろ
う
。『
コ
ス
モ
ス
』
へ
の
削
除
が
一
九
四
七
年
に
集
中
し
て
み
ら
れ
る
の
は
、

検
閲
が
共
産
主
義
排
除
へ
と
特
化
し
て
い
っ
た
時
期
と
重
な
っ
て
い
る
が
、
雑
誌
そ

の
も
の
が
特
別
に
注
意
を
払
わ
れ
て
い
た
形
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。

検
閲
官
が
、通
過
や
削
除
を
判
定
す
る
の
は
、プ
レ
ス
コ
ー
ド
や
キ
ー
ロ
グ
で
あ
っ

て
、
検
閲
官
側
の
知
識
や
能
力
や
性
格
な
ど
に
極
力
左
右
さ
れ
な
い
シ
ス
テ
ム
が
形

成
さ
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
生
身
の
人
間
で
あ
り
、
刻
々
と
変
化
す
る
政
治
情
勢

や
、
検
閲
組
織
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
針
の
変
化
に
よ
っ
て
、
削
除
指
示
に
ゆ
れ
や
ば

ら
つ
き
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ゲ
ラ
の
受
け
入
れ
か
ら
削

除
や
不
掲
載
の
処
分
、
そ
し
て
事
後
の
確
認
に
い
た
る
ま
で
、
執
拗
と
も
い
え
る
ほ

ど
に
制
度
化
さ
れ
た
機
構
に
よ
っ
て
「
検
閲
」
は
実
行
さ
れ
て
い
た
。
徹
底
し
た
文

書
管
理
と
、
階
層
化
さ
れ
た
指
揮
系
統
は
、
ま
さ
に
近
代
の
官
僚
機
構
そ
の
も
の
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
Ｃ
Ｃ
Ｄ
の
末
端
は
英
語
の
能
力
に
長
け
た
何
千
も
の
日
本
人
た
ち

に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
。
多
く
の
有
能
な
人
々
が
、
み
ず
か
ら
志
望
し
た
と
は
い

え
、
戦
後
の
決
定
的
な
数
年
間
に
こ
の
よ
う
な
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
に
留
め
置
か
れ

た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
膨
大
な
数
の
人
員
と
そ
の
労
力
を
費
や
し
て
、
親
米
反
共

こ
そ
が
「
自
由
」
で
あ
る
と
す
る
よ
う
な
言
論
風
景
が
開
か
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、
検
閲
と
い
う
営
為
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
検
閲
官
と
な
っ
た
日
本

の
知
識
階
級
へ
の
言
語
訓レ

ツ
ス
ン練

で
も
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、作
者
の
意
図
が
曖
昧
で
、抽

象
的
な
表
現
を
用
い
る
「
詩
」
は
、彼
ら
の
も
っ
と
も
よ
い
訓
練
テ
キ
ス
ト
と
な
っ
た
。

（
上
篇
・
了
）

注①　
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
で
は
刊
行
後
に
納
本
さ
れ
た
図
書
・
新
聞
・
雑
誌
等
に
付
帯
す
る

一
切
の
残
存
史
料
は
「
検
閲
断
片
」
と
総
称
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ッ
シ
ュ
版
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
「
検
閲
文
書
」
を
使
用
す
る
。

②　

Ｃ
Ｃ
Ｄ
の
呼
称
は
、当
時
の
Ｃ
Ｃ
Ｄ
発
行
文
書
に
「
民
事
検
閲
局
」
と
和
名
が
記
さ

れ
（
山
本
武
利
『
占
領
期
メ
デ
ィ
ア
分
析
』
法
政
大
学
出
版
局
、一
九
九
六
年
、三
三
三

頁
）、
日
本
側
の
行
政
文
書
で
は
「
民
間
検
閲
支
隊
」
と
書
か
れ
て
い
る
例
も
見
ら
れ

る
（『
共
同
研
究
日
本
占
領
軍
そ
の
光
と
影
』
上
、
一
九
七
八
年
、
七
八
頁
）。

③　

な
お
新
聞
で
は
ほ
と
ん
ど
が
事
後
検
閲
で
あ
っ
た
が
、全
国
紙
な
ど
主
要
新
聞
は
事

前
検
閲
で
あ
っ
た
。
事
前
検
閲
件
数
が
最
大
の
時
＝
一
九
四
七
年
七
月
で
も
、「
事
前
」

七
六
紙
に
対
し
、「
事
後
」
一
一
、八
五
〇
紙
と
さ
れ
て
い
る
。
山
本
武
利
「
検
閲
と
メ

デ
ィ
ア
の
ブ
ラ
ッ
ク
化
」
掲
載
（
表
1
）
参
照
。

④　

以
上
、
検
閲
制
度
に
関
す
る
基
本
的
な
情
報
は
、
前
掲
山
本
『
占
領
期
メ
デ
ィ
ア
分

析
』、
同
「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
機
関
と
し
て
の
Ｃ
Ｃ
Ｄ
」（『
占
領
期
雑
誌
資
料
大
系

文
学
編
』
Ⅰ
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）
お
よ
び
、
同
「
検
閲
と
メ
デ
ィ
ア
の
ブ

ラ
ッ
ク
化
」（
同
上
Ⅱ
、
二
〇
一
〇
年
）
を
主
に
参
照
し
た
。

⑤　

図
書
に
つ
い
て
は
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
タ
ロ
グ
で
検
閲
の

有
無
を
含
め
た
検
索
が
可
能
で
あ
る
。同
大
学
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
一
覧
表
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。い
ず
れ
も
ま
だ
完
全
な
も
の
で
は

な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
本
学
文
学
部
助
教
）


